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平成３０年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」 

Ⅰ．教職員の資質能力向上の推進（ⅰ）自立的・持続的な研修体制づくりの推進事業  

実証講座 

効果的な対話のある授業や相談活動に生かせる 

学習支援に有効なメソッドを体得する 

「教育コーチング」研修の ご 案 内 

 

拝啓 向暑の候、皆さまにおかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、昨年度より文部科学省より受託しております表記事業として、実証講座を行うこととな

りました。 

知識基盤化、グローバル化、成熟化、少子高齢化社会を見据え、一人ひとりの学生たちの夢実

現や幸福のためにも、教員の教育力向上と学校運営力の向上を目的として教育改革の一つの核が

「アクティブラーニング」と言われ、授業が講義型からアクティブラーニング型にシフトしてい

ます。そこで、今回、教員の教育力向上と学校運営力の向上を目的として、単なる授業形式の変

容にとどまらず、新しい時代を生きるために必要な知識・技能や非認知スキルを育む授業へと質

的転換するカギとして教育コーチングの研修を受講者参加型で行います。 

教育コーチングは、マンツーマンのみで行うものではありません。１対多、多対多で活用でき

るものであり、授業の中でフル活用することによって、学生の主体性・リーダーシップ、創造力、

コミュニケーション力等といった能力資質を育む力を持っています。（以上、日本青少年育成協会

ＨＰより抜粋） 

是非、研修にご参加くださり、学生の自立育成プロセスを体験し、学び、今後の各校での教育

活動の参考にしていただければ幸いと存じます。 

さらに、専門学校教職員間のネットワークを更に深めたいと思いますので、担任経験のある先

生、教務・キャリア教育等に携わる先生方の派遣をご検討くださいますようお願い申し上げます。 

なお、文科省事業として、教育質向上として自立的・持続的な研修体制作りのため、「研修支援

ガイドブック」を作成しており、同内容の実証検証として行うため、受講者の皆様より、講座企

画運用に対するアンケートをいただくことをご了承ください。また、実証講座のため、受講料は

無料となります。 

 

敬具 
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Ⅰ．教職員の資質能力向上の推進（ⅰ）自立的・持続的な研修体制づくりの推進事業  

実証講座 

効果的な対話のある授業や相談活動に生かせる 

学習支援に有効なメソッド体得する 

「教育コーチング」研修の ご 案 内 

◆研修のねらい 

コーチングは、傾聴、質問、承認のスキルを用いた効果的な対話の技法です。 本講座ではコーチング

を実践できるまでのスキルトレーニングとコーチングのポイントを学習し、深い学びにつながるアク

ティブラーニングを支える対話力のスキルトレーニングを行います。授業者の対話力はもちろん、学

習者の対話のスキルをあげることによって、効果的な対話のある授業や相談活動に生かせるようにな

ることを目標とします。   

◆講師紹介  

鈴木 健生（ユマニテク短期大学 副学長 ） 

元・産業能率大学経営学部 教授 元・三重県立朝明高等学校進路指導主事 

木本高校、四日市四郷高校、桑名高校、朝明高校、飯野高校定時制にて国語科教員として 35 年在

職。 

《教育研究実績》 

教育コーチングを活用した若年者の離転職相談活動 

セルフコーチングプランナーの活用による自尊感情の育成と意識啓発 

《著 書》 

・『この一冊でわかるアクティブラーニング』PHP研究所 

・「こどもの心に届くことば届かないことば」（共著） 2006年 8月 学研 

・セルフコーチングプランナー「オーパ！」 2008年 4月 

・インターンシップの手引き 2009年 3月 三重県教育委員会 

◆ 開催日程  平成３０年８月２３日（木）   １３:００ ～ ２１:００   

～８月２４日（金）    ９:００ ～ １２:００   

◆ 参加条件  教員、教務責任者、キャリア教育担当者 

◆ 定  員  ３０名程度 

◆ 申込締切  平成３０年７月３１日(火) 

◆ 受 講 料  無 料  

※懇親会費用 6,000円は実費頂きます。 
※宿泊を希望される方は、別途 9,500円（朝食込）

となります。（先着順 20名分予約しています） 

懇親会・宿泊費は当日お支払い頂きます。 

●会  場  ｾﾐﾅｰﾊｳｽ クロス･ウェーブ幕張        

       千葉県千葉市美浜区中瀬３－１   

ＴＥＬ ０４３－２９８－１１６１ 

 鉄道の場合 JR京葉線 海浜幕張駅（30分） 

 空港リムジンバスの場合 

羽田空港から:1階 13番のりばから幕張方面       

海浜幕張駅バス停下車(約 40分) 

●注意事項  応募者多数となった場合、研修会場の収容人数制限により、期限までに申込を締め切

らせて頂く場合がございます。その場合は、お申込み先着順と致しますのでご了承下

さいませ。 

 申込後、宿泊・食費等のキャンセル料が７月２３日以降より発生いたします。詳しく

は、お問い合わせください。 



◆内容カリキュラム  １泊２日  

時  間 内     容 

受付１２：３０        第１日目（８／２３）             

１３:００～ 

 

研修の概要説明ならびに講師紹介及び参加者の自己紹介 

アイスブレイク 

  ●受講生同士の「対話」をしやすくするためのワークを実施    

                                

１４:００～ 

 

 

1 信頼関係を壊す 6 つの言葉がけ 

2 効果的な言葉がけの基本 

3 コーチングとは 

4 信頼関係作りの対話のサイクル 傾聴・承認・質問 

5 コーチングの人間観と信念 

6 コーチングの基本姿勢 

 

 

１８：４５～ 連絡事項・ホテルチェックインおよび会場移動 

１９:１５ 

  ～ 

２１:００ 

       

 

情報交換会（各校学生対応事情について） 

                         

 

第２日目（８／２４） 

９:００ 

～ 

１２:００ 

 

○１日目振返り 

 

7 傾聴のポイント 聴き方には作法があった。 

8 質問の種類 未来肯定質問の威力と勇気づけ 

9 承認と傾聴 承認欲求と自立  

10 承認の言葉がけは「私メッセージ」が効果的。  

11 感情のコントロール  生涯、修行中の身であると覚悟する。 

＊二日間の振り返りシートを提出いただきます。 

○振り返り・まとめ 

※  二日間全日程を受講され、最後の振り返りシートをご提出いただきます。これにより、修了書をお渡し

ます。 

※  研修内容は、一部変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

             

 

以 上  



一般社団法人 全国専門学校教育研究会 

効果的な対話のある授業や相談活動に生かせる学習支援に有効なメソッド体得する 

「教育コーチング」 参加申込書 

・参加する 

・参加しない 

 

※参加しない場合も同申込書に「参加しない」に○をしてお送りください。 

 

法人名：           

学校名：           記入者名：                                   

Ｅ-Ｍail：            ＴＥＬ：                     

 

研修参加者 

該当するものを○で囲んでください。なお、会場の都合で万一ご希望に添えない場合は、事前にこち

らからご連絡いたしますので、その際はどうかご容赦ください。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

締 切：2018年７月３１日(火) 

申込先：平成 30 年度文部科学省事業事務局 

有限会社 ザ・ライスマウンド 草野宛（invite_kusano@invite.gr.jp） 

FAX番号：03-5332-5083 

講座内容のお問合せは、岡村 慎一（osin@yic.ac.jp）までお願いします。  

※可能な限りメールにてお申込みください。メールは同シートをそのまま添付していただ

ければ結構です。 

フリガナ 

参加者氏名 

担当分野(職務) 
E-Mail 宿泊希望(８/２３) 

担任経験 有・無（年） 

  
 

希望する ・ 希望しない 

禁煙 ・ 喫煙 有（   年 ） ・  無 

 

 

 
 

希望する ・ 希望しない 

禁煙 ・ 喫煙 有（   年） ・  無 

 

 

 
 

希望する ・ 希望しない 

禁煙 ・ 喫煙 有（   年） ・  無 

 

 

 
 

希望する ・ 希望しない 

禁煙 ・ 喫煙 有（   年） ・  無 
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